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繋辞伝における『変化』の理論の展開

山　　下　　静　　雄

Shizuo YamashTTA

序

繋辞伝について今まで私が学会に於て発表した内容は主として成立年代の決定を主とするもの

で,その要点は次の通りである｡

1繋辞伝は象伝以後の思想を示している｡だから,その成立は象伝以後である｡

2　繋辞下伝が先に成立し,上伝は後から成立した｡

3　下伝は乾坤二元論が成長する過程の思想を示す資料である｡

4　上伝は一元論が誕生する途上の思想を示す資料である｡

この論文は上の論証を承けて,繋辞伝に現われた周易思想の申, 『変化』の概念を説明する理論的

根拠の,発展展開を明らかにしようとするものである｡

繋辞伝は下繁も上繁も共に易の本質は『変化』 (変動)であると規定する｡然らばその『変動』の
●

本質,言換えれば変動の原因をどのように説明するか｡その説明のしかたに下紫と上繁の間にどの

ような差異と展開が認められるか｡これらの問題を次は朗らかにしてみよう｡

1　縛辞下伝の説明のしかた

繋辞下伝には変の思想は『変』 Cl,0,12,42) 『変化』 (55) 『変通』 (2- 『変動』 (42,5-,58)の概念で表現され

ている｡下伝は変を動詞として使用せず実体的に把達し,下紫に見える変の哲学は二つの方向に展

開する｡ -は変動の方向であり,他は変通(変じて通ずる)の方向である｡
コ田

｢道に変動があるから叉と言うのだ｣ (51), ｢易の書というものは遠ざけてはならない｡道というも
と甘たがいにかわ

のは,崖も遷り変動して居まらない｡六虚に周流し,上下常なく,剛柔相易って典要となすこと
レヽ                                 ● ●

はできない｡たゞ変じて透くところのま｣である｣(42)｡変動こそは道の本質であると説く｡こうし

た道の変動を易は象徴するのである｡易というのは何を意味するか｡ ｢八卦が列をなせば象がその中
たがいにうり

にある｡因ってこれを重ねると叉がその中にある｡剛と柔が相推ると変がその中にある｡辞を繋

げてこれを明〔命〕らかにすると動がその中にある｣(.)というところから察すれば,易の六画卦の
●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●

中の剛柔の叉が相推移するところに変動は象徴され,その変動は卦叉に繋けられた辞によって明ら

かにされるというのである｡

第二の変通とは何であろうか｡ ｢その変を通じて民を倦ましめないようにする｡神にしてこれを化

し,属を宜しくする｡易は窮すれば変じ,変ずれば通じ,(静)通ずれば久しい｡だから『天が藤け菅

にしてよろしからざるはないO』｣ (12)変動は道の現象であり,人を離れて存在するが, ｢変を通ず
●  ●

る｣ことは人のわざである｡即ち変通は人間の実践の学である｡道は変動する｡各個人はこの変動
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にうまく合致するように行動しなければならない｡ ｢変通は時に趣くものである｡｣ (2)とはこのこと

を言ったものである｡時に従って行動し,変化に適応できればよい結果〔膏〕が生じ,そうでない

場合は悪い結果〔凶〕が人間の上に生じてくる｡ ｢膏･凶･悔･客は動より生ずるものである(2)
だからさいわい

｢変動は利を言う｣ (58)と言い, ｢功業は変に見われる｣(6) ｢是政,変化云為,膏事には禅がある｣CWD
●   ●

とも言っている｡変化に適応する人間の行動や態度の規定,これが通変である｡ ｢叉象が内に動くと

膏凶が外に見われる｣ Cォ)から,人間は易の叉象によって変化を理解し,変化に適応するように行動

しなければならない｡

いかにして変化に適応しうるか｡それは『幾』を知って行動することによってゞあると説く｡こ

･れが下紫の到達した行動の哲学の頂点であるが,このことは『人間形成の理論の展開』で詳細述べ

られるであろう｡

一体『変動』 (変化)はどこから,どうして生ずるのであろうか｡この変化の原理の説明を求める

と,下紫には三つの説明原理が用意されているように思われる｡静-は情による説明であり,第二

は男女の生殖による説明,第三は陰陽による説明である｡

(イ) 『情』による変化の原理の説明

｢八卦は象もて告げ,ゑ象は情もて言う｣(57)
�"�"�"�"�"

｢変動は利を青い,膏凶は情もて遷る｣(58)
たがい把

｢情偽相感じて利害が生ずる｣C58>(許2)
●　　●　　　　●　　　　●　　●　　●

●

これらの表現がそれである｡然らば情とは何であるか｡情の本質は何であろうか｡こう反問するな

らば,下繁にその解答を発見することはできない｡下繁は情を証明せずとも読者に明らかに理解さ

れうるものと解しているらしく,定義をしようともしなければ,理論的反省を加えようともしない｡
�"�"�"�"

｢聖人の情は辞に見われる｣C6)> ｢かくて始めて八卦を作って神明の徳を通じ,万物の情を〔分〕鰐
●  ●  ●

した｣Cs)と説き, ｢易の情は近くして相得ないときは凶である｡これを晋する者がおこり,悔且つ答

である｣(59)と,聖人の情,万物の情,易の情として説くところから察すれば,人間における感情から

賛推したものであろう｡情についての説明は下紫にはこれ以上を求めることはできない｡

(ロ)人間の生殖による説明
がり

｢天地細線して万物が化醇し,男女が精を樺して万物が化成する｣(32)と説くのがこれである｡万物

変化の原因を男女の生殖とのAnalogieで説くのである｡

(-)陰陽によ　る説明

｢乾坤〔天地〕はそれ易の門であろうか｡乾は陽物であり,坤は陰物である｡陰陽が徳を合して剛

柔に体があり,以て天地の撰を休し,神明の徳を通ずる｡｣(34)というのがこれである｡

2　繋辞上伝の説明のしかた

『変化』とは何であるか｡それはどこから,どのようにして起るかという問に対する上紫の説明

は次の五つに分れる｡

1　男女の生殖による説明(下葉にも見える)
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2 『陰陽』による説明(同　　　　　上)

3　『道』による説明(上繋だけに見える)

4　『神』による説明(同　　　　　上)

5　『数』による説明(同　　　　　上)

下繁と比較するに,下紫に見えた情による説明は上繁には見えない｡(註3)第一,第二の説明は下紫

にも見え,第三一五の説明は下紫には全然発見できず,上繋だけに見えている｡

1男女の生殖による説明

下紫は｢天地が細線して万物がイヒ醇し,男女が精を樺して万物が化生する｣(32)と説いているが,

上紫では｢乾道は男となり,坤道は女となる｣(3)と乾坤と男女を結合する｡ ｢乾は陽物であり,坤は

陰物である｣(下34)という下紫の思惟の当然の展開であろう｡更に,

｢かの乾はその静かなるときほ尊,その動くときは直,こうして大いに生ずるのである｡かの坤
tj^^^^^^^^^^Hngi

はその静かなるときは余ぢ,動くときほ開く｡こうして広く生ずるのである｡｣(18)

と説いている｡こ｣には下紫の『男女構精』が極めて具象的に活叙されている｡又,

｢戸を閏づるを坤といゝ,戸を開くを乾という｡ヱ嵩空堀することを変といゝ,在ったり来た

りして窮らないことを通という｡｣し45)

とも説いている｡

下紫から上繋-の展開は, ‖男女を乾坤に結合し(3) ⇔乾坤の変化を男女の生殖によって説明する

(18)ところにある｡

2.陰陽に　よ　る説明

上繁は｢陰陽の義は日月に配する｣C19)という｡陰陽を天体における日月に帰しようとする｡ ｢変通

は四時に配する｣(19)と言い, ｢変通は四時より大なるものはない｣(47)というところから見れば日月の

変通,言換えれば天体における日月の運行,その消息盈虚を意味するものであろう｡ ｢変化は進退の

象である｣(i.r>;というのもこれであろうO(註｡)このようにして上紫は陰陽の概念で天体〔における日月

の運行,消息盈虚〕の変化の原因を説明しようとする｡この思惟の様式は陰陽二元論である｡これ

が陰陽による変化の説明の第一の型である｡
○       ●

第二の型が登場する｡それは道,神という新しい概念を導入して陰陽二元で解釈し,この道,柿
●   ●   ●

という新しい概念で一元的に変化の原因を説明しようとするものである｡ ｢-陰一一陽之謂道｣(14),

｢陰陽不測之謂神｣(10)というのがこれである｡

-陰陽の二元論から一元論-の展開を次に明らかにしよう｡

3　道による変化の説明
いんと｢なったり上うどなりたり

｢-　陰,一　陽するものを道という｡これに継ぐものは善であり,これをなすものは性であ
にちにぢ

る｡仁者には仁に見えるが,知者には知に見える｡百姓は　日用いるが知らない｡一だから君子の

道は〔知る人が〕鮮い｡J(14)
うごか

｢これを仁に顕わし,これを用に蔵する｡万物を-戟して聖人と憂を同じくしない｡げに盛徳大栄

至れるかな｣(15)

Y'
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この｢-陰一陽｣は,天体が運行し,消息盈虚する変動から抽象化したものであろう｡道は形而

上なものである｡ ｢乾坤はそれ易の組であろうか｡乾坤が列を威すと易がその中に立つのだ｡乾坤が
5B提蛋a?

穀るれば易を見ることはできない｡易を見ることができなければ乾坤は息ったも同然だ｡C52)是政-

形而上なるもの,これを這というのだ｡｣ C53)と説いている｡

こうして陰陽の二元は道の一元に高められた｡下繁は道に変動があること(51)サ道が塵i遣り,

変動して居らず,六虚に周流する｣(42)ことは明らかにすることができたが,その変動の理由はつい

に説くことはできなかった｡今や,上繁は道,すなわち｢陰となったり,陽となったりするもの｣

を導入して説明しようとするのである｡

4　神による変化の説明

｢陰陽はかられざるもの,これを神という｡｣06)前に｢陰となり陽となるもの｣の規定されたもの

が更に一歩す｣められる｡陰陽不測とは,陰となり陽となる変化が人間の認識を超越することであ
○

る｡そうした性質を神という概念で規定している｡
5*%

又他の所では｢利用出入,民が成用いるもの,これを神という｣(45)とも規定している｡ ｢仁者には

仁に見え,知者には知に見える｡百姓は日用いるが知らない｣CM)と言ったものであろう｡

変化の神変不可思議な性格を抽象して神の概念で表現しているが,神の概念は更に実体的にも規

定されている｡このことは別の項で明らかにしよう｡　　　　　　†

5　数による変化の説明

下繁には数の哲学は見えない｡(詰5)上繁に至って始めて変化の説明原理として数が登場する｡それ

は主として占笠の立場からの説明である｡

｢数を極めて〔未〕采のことを知るのを占という｡｣cI6)
値ESS

｢卜笠しようとする者はその占を椅ぶ｡(35)是政,君子は何かしようとするとき,何か行わうとする

ときは,これに問うてから言うがよい｡その命を受けること響の〔物に応ずるが〕如く,遠近幽深

の別なく遂に〔未〕采の物を知る｡天下の至精でなくて執れがこれをなし得ようぞ｣C36)
●  ●  ○サ�"�"�"�"�"詛�"�"�"詛

｢参伍して変じ,その数を錯綜し,その変を通じて遂に天下の文を定め,その数を極めて遂に天

下の象を定める｡天下の至変でなくて執れがこれをよくし得ようぞ｡｣(375

-かくその数を極め(16,37)その数を錯綜して(37)未知を知ることができる｡これが占笠である｡

占笠の方港は次の通りあでる｡

｢大行の数は五十,そのうち四十九を用いる｡二つに分けて両に象り, -を掛けて三に象り,こ

れを四で探えて四時に象り,奇を糊に帰して閏に象る｡五歳に閏〔年〕が再びあるから,車軸して

後に掛ける｡｣(29)
たがい把

｢天一塊二天三地四天五地六天七地八天九地十(41)｡天の数が五,地の数が五,五位相得て各々

合すると,天の数が二十五,地の数が三十,天地の数合して五十五とな'る｡これは変化をなして鬼
ための唱の

神を行う所以である｡｣C301
いちねん

｢乾の策が二一六,坤の策が一四四,合計した三百六十は期の日〔数〕に当る.二第の策一万

一千五官二十は万物の数に当る｡｣(3D
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だから

｢是政,四営すると易が成り,十八変すると卦が成る｡八卦が小成すると,引いてこれを伸ばし,

輝に触れてこれを長じ,天下の能事が畢る｡｣.32)

-こうしてその数を極め,その数を錯綜する占笠の方港が説かれるが,占笠の目的は,
だからおうたい

｢道を顕わし徳行を神〔霊〕にする｡是政, 〔神と〕酬酢することができ,神を蕗けることができ

る｡｣(33)
｣3L<

｢子日く,変化の道を知るものは,其神の為すところを知るものであろう｣(34)

と言える如く,道を顕わし,徳行を神霊にし,神を繭けることである｡占笠が人の実践哲学に結合

するのはこの理由によるのである｡

-上繁は変化を説明するために道,神の概念を導入してきた.その道も神も形而上のものであ

り認識を越えた存在で,その変化は測り知るべからざるものである｡この測り知るべからざるもの

をいかにして知るか｡それは数を錯綜する占によって知ることができると主張するのである｡

今,これを下紫と比較するに,数の哲学は下繁には全然見えず,上紫に至って始めて登場するの

であるO占笠のことも下紫には｢事を占って〔未〕采を知る｣(r>5)と見えるのみである｡

琵1釈文によれば,一本には変則通の三字がないO (陸絡明撰,経典釈文巻第一,周易音義)

2　古本にはこの八字がない｡古本無比八字及注文(陳元撰慮宜旬摘録,周易注疏校勘記巻九｡)正義は情

謂実情,偽謂虚偽,と解している｡

3　上紫にも遵故知鬼神情状(ll),設卦以尽情偽(51)の概念は見えるが,下繋ほどの機能を果していな

い｡

4　剛柔相推両生変化,農奴,変化者進退之象也,剛柔者昼夜之象也(4 -5)と説いている｡

5　下紫には衷期究数(19)と見えているだけである｡この数は限数の意韓であって,易に見える数の暫

学とは無関係である｡ (正義日,究日月限数也)


